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　要旨

鹿児島県は日本の西南部に位置し，大きく本

土と離島の２つの地域分かれている．これまで，

離島の多くで陸産貝類の分布調査が行われていた

が，県本土の詳しい生物地理学的な分布調査の研

究は比較的少ない．そこで本研究は薩摩半島東シ

ナ海側に注目し，12地点での陸産貝類の分布調

査を行い，各調査域における陸産貝類相を明らか

にすることを研究目的とした．薩摩半島東シナ海

側の 12カ所において，目視による陸産貝類の見

つけ取りをおこなった．同定作業後地点ごと種別

にラベルをつけ保存した．その後地点ごとに類似

度指数，鹿児島県のレッドデータブックによる希

少性の点数分けを行い、データをまとめた．

調査の結果，鹿児島県日置市・南さつま市内

の 12地点の調査の結果，中腹足目 8種，柄眼目

13種，足襞目 1種の合計 22種，個体数 931個体

の陸産貝類が採集された．12地点の内最も多く

の種数が採集できた地点は C千本楠であり，中

腹足目 4種，足襞目 7種の合計 11種が採集された．

最も少ない種数が採集された地点は，H玉御前神

社の中腹足目 2種であった．

　はじめに

鹿児島県は日本の西南部に位置し，主に本土

と呼ばれる九州部分と離島と呼ばれる薩南諸島の

両地域に分かれているため南北に約 600 kmと長

い．そのため，気候は熱帯と亜熱帯にまたがって

おり，屋久島の高地の一部では冷温帯の部分もあ

る．薩摩半島の西岸から南岸は東シナ海に面して

おり，西部のいちき串木野市，日置市，南さつま

市にかけて存在する吹上浜は砂丘海岸，南部の坊

津はリアス式海岸である．

陸産貝類は他の動物群に比べ，移動能力が著

しく劣るため狭い地域での特殊化が起こりやす

く，生物地理学上きわめて有効な情報を提供して

くれるものと期待される（市川ほか，2014）．こ

れまで，トカラ列島・口之永良部島，三島村など

の鹿児島県の離島の多くで陸産貝類の分布調査の

研究が行われてきたが（市川ほか，2014），県本

土での詳しい生物地理学的な分布調査の研究はあ

まり行われていない．

そこで本研究は薩摩半島東シナ海側に焦点を

当て，日置市・南さつま市における自然林が残る

神社を中心に 12地点で陸産貝類の分布調査を

行った．調査結果を基に動物相の類似度指数であ

る野村・シンプソン指数を算出し，陸産貝類の地

点ごとの分析を行い，レッドデータブックのおけ

る希少性の点数分けを用いて，陸産貝類相の比較

を行った．

　材料と方法

鹿児島県日置市，南さつま市を中心に 12カ所

で有殻の陸産貝類の採集を行った（図 1）．各地

点で土壌中，土や木の表面に生息する陸産貝類は

目視による見つけ取りで採集し，約 500 mlの土

を持ち帰った．なお，正確な位置を測定するため

GPS受信機を用いて緯度・経度を求めた．その後，

土を乾燥させ，ふるいにかけ小型の貝や，微小貝
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を実体顕微鏡によって見つけ取りした．採集した

サンプルは図鑑など（東，1982）を用いて同定作

業を行った．同定作業後，肉が入っているものは

熱湯処理をし，肉抜きをしたあと，殻を乾燥させ

各地点種別にラベルをつけ保存した．微小貝はガ

ラス管に入れ各地点種別にラベルをつけ保存し

た．

調査地

調査地は，鹿児島県の東シナ海側である，日

置市，南さつま市の神社境内及び周辺 12地点に

て 2019年 5–12月にかけて調査を行った．なお，

図 1に記載されているアルファベットは下記の調

査地点のアルファベットと対応している．各地点

の主観的な環境評価は以下の通りである．

A．日置市日吉町日置・八幡神社（31°35ʹ21. 

59ʺN, 130°21ʹ05.91ʺE）

B．日置市日吉町吉利・鬼丸神社（31°34ʹ33. 

17ʺN, 130°20ʹ43.29ʺE）

C．日置市吹上町中原・千本楠（31°30ʹ47.21ʺN, 

130°21ʹ04.24ʺE）

D．日置市吹上町永吉・久多島神社（31°33ʹ 

08.92ʺN, 130°20ʹ07.54ʺE）

E．日置市日吉町日置・南方神社（31°30ʹ29. 

87ʺN, 130°21ʹ53.07ʺE）

F．日置市吹上町入来・若宮神社（31°30ʹ18. 

22ʺN, 130°19ʹ29.82ʺE）

G．日置市吹上町中原・多宝寺跡（31°30ʹ41. 

62ʺN, 130°21ʹ24.37ʺE）

H． 日 置 市 吹 上 町 与 倉・ 玉 御 前 神 社

種　　　　　　　採集地点 A B C D E F G H I J K L
ヤマタニシ 5 0 3 0 10 4 4 0 0 0 0 29
ヤマクルマガイ 70 9 4 7 9 0 1 0 90 2 41 1
アツブタガイ 0 2 10 0 2 0 10 4 4 4 30 9
アズキガイ 56 0 14 0 3 7 25 211 23 4 10 0
マルシタラガイ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
ギュリキギセル 2 1 52 0 2 0 1 0 17 9 0 0
シイボルトコギセル 0 0 16 0 1 0 0 0 0 0 0 0
スグヒダギセル 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
オカチョウジガイ 0 0 7 2 4 3 0 0 1 0 0 0
ダコスタマイマイ 1 1 2 0 1 2 0 0 0 1 0 0
ウスカワマイマイ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
タカチホマイマイ 0 0 4 0 1 0 2 0 0 1 0 1
コハクオナジマイマイ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
コハクガイ 0 0 11 0 0 23 0 0 0 0 0 0
タカキビ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
タワラガイ 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0
ヒメベッコウガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
ヒダリマキゴマガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0
ミジンヤマタニシ 0 5 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1
サツマムシオイガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
ヒラシタラガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
シリブトゴマガイ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
種数 7 5 11 3 10 8 6 2 9 8 3 6
個体数 141 18 124 10 34 42 43 215 155 24 81 44

表 1．採集地と採集した種数（採集地点のアルファベットは図 1の調査地点のアルファベットに対応している）．

図 1．調査地点（鹿児島県日置市・南さつま市の地図）．
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（31°30ʹ55.50ʺN, 130°22ʹ41.71ʺE）

I．日置市吹上町田尻・船木神社（31°31ʹ42. 

97ʺN, 130°22ʹ01.26ʺE）

J．日置市東市来町伊作田・若宮 ･小田峯神社

（31°39ʹ24.10ʺN, 130°19ʹ58.99ʺE）

K．南さつま市田布施・多夫施神社（31°27ʹ19. 

33ʺN, 130°20ʹ53.68ʺE）

L．南さつま市金峰町宮崎・権現神社（31° 

26ʹ23.58ʺN, 130°19ʹ29.37ʺE）

データ解析

サンプルを同定し得られたデータから各地点

陸産貝類の特徴を明らかにするため類似度を求め

た．類似度は野村・シンプソン指数を用いて計算

し，得られた値からMountford法を用いデンドロ

グラムを作成した．手法は木村（2014）や若林

（2014）を参考にした．野村・シンプソン指数（NSC）

の求め方は以下のとおりである．

NSC = c / b (a ≧ b)

式中の a及び bは異なる 2地点にそれぞれ出現

した科の数を示し，cは比較する 2地点に共通し

て出現した科の数を示す．

　結果

種数と個体数　鹿児島県日置市・南さつま市

内の 12地点の調査の結果，中腹足目 8種，柄眼

目 13種，足襞目 1種の合計 22種，個体数 931個

体の陸産貝類が採集された．12地点の内最も多

くの種数が採集できた地点は C千本楠であり，

中腹足目 4種，足襞目 7種の合計 11種が採集さ

れた．次に，E南方神社の中腹足目 4種，足襞目

6種の合計 10種であった．最も少ない種数が採

集された地点は，H玉御前神社の中腹足目 2種で

あった（表 1）．

地点ごとの個体数に注目すると，最も多くの

個体数が採集できた地点は，H玉御前神社の 215

個体であり，最も少ない個体数の地点は，D久多

島神社の 10個体であった．

種ごとの地点出現数に注目すると，多くの地

点で採集できた種は，ヤマクルマの 10地点であっ

た．次に，アツブタガイとアズキガイの 9地点で

あった．1地点で見られた種は，マルシタラガイ，

スグヒダギセル，コハクオナジマイマイ，タカキ

ビ，ヒメベッコウガイ，ヒダリマキゴマガイ，サ

ツマムシオイガイ，ヒラシタラガイ，シリブトゴ

マガイの合計 9種であった．

類似度指数　各地点間の共通科数による野村・

シンプソン指数について，最も値が高かった地点

は，地点 B–J，地点 C–E，地点 C–G，地点 C–H，

地点 C–K，地点 E–G，地点 E–H，地点 E–K，地

点 G–H，地点 G–K，地点 H–J，地点 H–K，地点

I–K，地点 J–Kの 1であった．最も値が小さかっ

た地点は，地点 D–Hの 0であった（表 2）．

Moundford法による群分析　野村・シンプソン

指数を用い計算された各地点の類似度を群分析法

によって表示された結果を基に，デンドログラム

を作成した（図 2）．

各地点に出現したレットデータブックに記載され

ている種

Ｂ　 0.6
Ｃ 0.71 0.8
Ｄ 0.33 0.33 0.67
Ｅ 0.71 0.8 1 0.67
Ｆ 0.43 0.2 0.75 0.33 0.63
Ｇ 0.67 0.6 1 0.33 1 0.33
Ｈ 0.5 0.5 1 0 1 0.5 1
Ｉ 0.43 0.6 0.44 0.67 0.56 0.25 0.67 0.5
Ｊ 0.57 1 0.75 0.33 0.75 0.25 0.83 1 0.5
Ｋ 0.67 0.67 1 0.33 1 0.33 1 1 1 1
Ｌ 0.5 0.6 0.67 0.33 0.67 0.83 0.67 0.5 0.33 0.67 0.67

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

表 2．各地点間の類似度指数（アルファベットは図 1の調査地点と対応している）．



438

Nature of Kagoshima Vol. 46 RESEARCH ARTICLES

調査で採集された陸産貝類のなかで鹿児島県

において絶滅または消滅が危惧される種について

調べた．種ごとに「鹿児島県の絶滅の恐れのある

野生動物　動物編　鹿児島県レッドデータブッ

ク」（鹿児島県，2016：財団法人鹿児島県環境技

術協会　編）の鹿児島県のカテゴリーに注目して

絶滅・消滅の危惧のカテゴリー分けを行った（表

3）．その後，レッドデータブックの絶滅・消滅危

惧評価に基づき作成された以下のカテゴリー区分

を用いて，各地点の陸産貝類希少種の保有率を点

数によって表した．なお，種によっては「分布特

性上重要」のカテゴリーであっても都市近郊個体

群の場合「消滅危惧 Ⅰ類」のカテゴリーに分類さ

れる場合がある．そのため，採集地によりカテゴ

リー区分を変更している．

各地点の得点は，（1種の評価）×（1種の個体数）

を各種で計算したその合計である（表 4）．

A．八幡神社　ヤマタニシ：6個体，ヤマクル

マガイ：70個体，アズキガイ：56個体，ギュリ

キギセル：2個体，スグヒダギセル：6個体，ダ

コスタマイマイ：1個体，ウスカワマイマイ：1

個体

B．鬼丸神社　ヤマクルマガイ：9個体，アツ

ブタガイ：2個体，ギュリキギセル：1個体，ダ

コスタマイマイ：1個体，ミジンヤマタニシ：5

個体

C．千本楠　ヤマタニシ：3個体，ヤマクルマ

ガイ：4個体，アツブタガイ：10個体，アズキガ

図 2．Moundford法による群分析（アルファベットは図 1の調査地点と対応している）．

カテゴリー区分 点数

絶滅危惧
絶滅危惧 I類 6
絶滅危惧 II類 5

準絶滅危惧 準絶滅危惧 4

絶滅のおそれのある地域個体群

消滅危惧 Ⅰ類 3
消滅危惧 II類 2
準消滅危惧 1
分布特性上重要 0

移入種
国内移入種 -1
国外移入種 -2

表 3．鹿児島県（2016）に基づく陸産貝類の種の希少性のカ
テゴリー区分．
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イ：14個体，ギュリキギセル：52個体，シイボ

ルトコギセル：16個体，オカチョウジガイ：7個

体，ダコスタマイマイ：2個体，タカチホマイマイ：

4個体，コハクガイ：11個体，タワラガイ：1個

体

D．久多島神社　ヤマクルマガイ：7個体，オ

カチョウジガイ：2個体，コハクオナジマイマイ：

1個体

E．南方神社　ヤマタニシ：10個体，ヤマクル

マガイ：9個体，アツブタガイ：2個体，アズキ

ガイ：3個体，ギュリキギセル：2個体，シイボ

ルトコギセル：1個体，オカチョウジガイ：4個体，

ダコスタマイマイ：1個体，タカチホマイマイ：

1個体，タワラガイ：1個体

F．若宮神社　ヤマタニシ：4個体，アズキガイ：

7個体，マルシタラガイ：1個体，オカチョウジ

ガイ：3個体，ダコスタマイマイ：2個体，コハ

クガイ：23個体，タカキビ：1個体，タワラガイ：

1個体

G．多宝寺跡　ヤマタニシ：4個体，ヤマクル

マガイ：1個体，アツブタガイ：10個体，アズキ

ガイ：25個体，ギュリキギセル 1個体，タカチ

ホマイマイ：2個体

H．玉御前神社　アツブタガイ：4個体，アズ

キガイ：211個体

I．船木神社　ヤマクルマガイ：90個体，アツ

ブタガイ：4個体，アズキガイ：23個体，ギュリ

キギセル：17個体，オカチョウジガイ：1個体，

ヒメベッコウガイ：2個体，ヒダリマキゴマガイ：

14個体，ヒラシタラガイ：3個体，シリブトゴマ

ガイ：1個体

J．若宮・小田峯神社　ヤマクルマガイ：2個体，

アツブタガイ：4個体，アズキガイ：4個体，ギュ

リキギセル：9個体，ダコスタマイマイ：1個体，

タカチホマイマイ：1個体，ミジンヤマタニシ：

2個体，サツマムシオイガイ：1個体

K．多夫施神社　ヤマクルマガイ：41個体，ア

ツブタガイ：30個体，アズキガイ：10個体

L．権現神社　ヤマタニシ：29個体，ヤマクル

マガイ：1個体，アツブタガイ：9個体，ウスカ

ワマイマイ：3個体，タカチホマイマイ：1個体，

ミジンヤマタニシ：1個体

採集された陸産貝類のリスト

今回の調査において採集した陸産貝類の種名，

地点名を以下に記す．

腹足綱 Class GASTROPODA

中腹足目 Order Mesogastropoda

ヤマタニシ科 Family Cyclophoridae

ヤ マ タ ニ シ Cyclophorus herklotsi (Martens, 

1861)：分布特性上重要（都市近郊個体群：準消

滅危惧）：八幡神社・千本楠・南方神社・若宮神社・

多宝寺跡・権現神社．

ヤ マ ク ル マ ガ イ Spirostoma japonicum (A. 

Adams, 1867)：分布特性上重要（都市近郊個体群：

準消滅危惧）：八幡神社・鬼丸神社・千本楠・久

多島神社・南方神社・多宝寺神社・船木神社・若

宮 ･小田峯神社・多夫施神社・権現神社．

アツブタガイ Cyclotus campanulatus (Martens, 

1865)：分布特性上重要（都市近郊個体群：消滅

危惧 II類）：鬼丸神社・千本楠・南方神社・多宝

寺跡・玉御前神社・船木神社・若宮 ･小田峯神社・

多夫施神社・権現神社

ミジンヤマタニシ Nakadaella microm (Pilsbry, 

1900)：分布特性上重要（都市近郊個体群：準消

滅危惧）：鬼丸神社・若宮 ･小田峯神社・権現神社．

アズキガイ科 Family Pupinidae

アズキガイ Pupinella rufa (Sowerby, 1864)：分

布特性上重要（都市近郊個体群：準消滅危惧）：

八幡神社・千本楠・南方神社・若宮神社・多宝寺

跡・玉御前神社・船木神社・若宮 ･小田峯神社・

多夫施神社．

A B C D E F G H I J K L
得点（点） 160 21 169 8 39 -21 56 219 236 41 111 51

表 4．各地点の希少度評価の合計得点．
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ムシオイガイ科 Family Alycaeidae

サツマムシオイガイ Chamalycaeus satsumanus 

(Pilsbry, 1902)：準絶滅危惧：若宮 ･小田峯神社．

ゴマガイ科 Family Diplommatinidae

シリブトゴマガイ Arinia japonica (Pilsbry & 

Hirase, 1903)：絶滅危惧 II類：船木神社．

ヒダリマキゴマガイ Palaina (Cylindropalaina) 

pusilla (Martens, 1877)：準絶滅危惧：船木神社．

柄眼目 Order Stylommatophora

キセルガイ科 Family Clausiliidae

スグヒダギセル Paganizaptyx strictaluna (Boett-

ger, 1877)：準絶滅危惧：八幡神社．

ギュリキギセル Stereophaedusa addisoni addiso-

ni (Pilsbry, 1901)：分布特性上重要（都市近郊個

体群：消滅危惧 II類）：八幡神社・鬼丸神社・千

本楠・南方神社・多宝寺神社・船木神社・若宮 ･

小田峯神社．

シイボルトコギセル Phaedusa sieboldtii (Küster, 

1847)：分布特性上重要（都市近郊個体群：消滅

危惧 II類）：千本楠・南方神社．

オカクチキレガイ科 Family Subulinidae

オカチョウジガイAllopeas clavulinum kyotoense 

(Pilsbry & Hirase, 1904)：分布特性上重要：千本楠・

久多島神社・南方神社・若宮神社・船木神社．

コハクガイ科 Family Zonitidae

コハクガイ Zonitoides (Zonitellus) arboreus (Say, 

1816)：外来種：千本楠・若宮神社．

ベッコウマイマイ科 Family Helicarionidae

タカキビ Trochochlamys praealta (Pilsbry, 1902)：

準絶滅危惧：若宮神社．

ヒメベッコウガイ Discoconulus sinapidium 

(Reinhardt, 1877)：準絶滅危惧：船木神社．

ヒ ラ シ タ ラ ガ イ Sitalina latissimi (Pilsbry, 

1902)：準絶滅危惧：船木神社．

マルシタラガイ Parasitala reinhardti (Pilsbry, 

1900)：準絶滅危惧：若宮神社．

オナジマイマイ科 Family Bradybaenidae

ダコスタマイマイ Trishoplita dacostae dacostae 

(Gude, 1900)：分布特性上重要（都市近郊個体群：

準消滅危惧）：八幡神社・鬼丸神社・千本楠・南

方神社・若宮神社・若宮 ･小田峯神社．

コハクオナジマイマイ Bradybaena pellucida 

(Habe, 1953)：分布特性上重要（都市近郊個体群：

準消滅危惧）：久多島神社．

ウスカワマイマイ Acusta despecta sieboldiana 

(Pfeiffer, 1850)：分布特性上重要：八幡神社・権

現神社．

タカチホマイマイ Enhadra herklotsi nesiotica 

(Pilsbry, 1902)：分布特性上重要（都市近郊個体群：

消滅危惧 II類）：千本楠・南方神社・多宝寺神社・

若宮 ･小田峯神社・権現神社．

タワラガイ科 Family Streptaxidae

タワラガイ Sinoennea iwakawa (Pilsbry, 1900)：

準絶滅危惧：千本楠・南方神社・若宮神社．

　考察

鹿児島県日置市・南さつま市内の 12地点の調

査の結果，中腹足目 8種，柄眼目 13種，足襞目

1種の合計 22種，個体数 931個体の陸産貝類が

採集された．12地点中，ヤマクルマガイは10地点，

アツブタガイとアズキガイは 9地点で採集できた

ため薩摩半島東シナ海側では広い生息地分布を

持っている種と考えられる．I船木神社では，こ

の地点だけ準絶滅危惧であるヒメベッコウガイ，

ヒダリマキゴマガイ，ヒラシタラガイや絶滅危惧

II類であるシリブトゴマガイなど貴重な微小貝が

採集できた．鹿児島県のレッドデータブック（鹿

児島県，2016）によるとこれら 4種は生息地が自

然林に限られているためこの地点は自然林が残っ

ているといえる．H玉御前神社は個体数こそ 215

個体と最も多かったが，種数はアズキガイとアツ

ブタガイの 2種と最も少なかった．なお，アツブ

タガイは 1本の大きな木の下で大量発生してお

り，その箇所以外には見つけられなかった．木の

下には落ち葉が積もり湿っていたため陸産貝類が

生息する環境に適していたためと考えられる．し
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かし，H玉御前神社自体は，他の調査地点と比べ

地面には芝生が敷き詰められ落ち葉がなく日当た

り風通りが良かったため陸産貝類の生息地には適

さず種が少なかったと考える．D.久多島神社や

K.多夫施神社もそれぞれ海沿いの乾いた土，日

当たりの良さ，人の手によってきれいに落ち葉が

処理されていたなどの陸産貝類の生息地には適さ

ない要因があったため種数が 3種と少なくなった

と考えられる．

野村・シンプソン指数で求めた類似度を基に

したデンドログラムからは，類似度と調査地の位

置関係は見いだせなかった．まとまりがある地点

（Cと D）と無い地点（Aと F）があったが生物

相が類似したのは環境が似ていたためだと考え

る．しかし，本研究のデンドログラムは，極端に

種数が少ない地点も入れて算出したことや，各地

点での出現種数に偏りが見られたため正確なデー

タが得られなかった可能性がある．

薩摩半島の東シナ海側の 12地点で陸産貝類を

採集したが地点ごとの環境の変化が大きく，個体

数，種数が十分に得られない場合があったため正

確なデータを求めることができなかった．今後は，

土壌や植生，湿度など環境要因の調査もすること

で陸産貝類の生息地に適した地点でのサンプリン

グを行うことが重要と考える．
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